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シナリオ理解にむけての補足情報シナリオ理解にむけての補足情報
--シナリオの理解を深めるためにシナリオの理解を深めるために--

2007/02/24 第第44回市民会議回市民会議

なごや循環型社会・しみん提案会議なごや循環型社会・しみん提案会議 実行委員会実行委員会

循環システム分析グループ循環システム分析グループ
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①長期的な視点を持つことについて①① 長期的な視点を持つことについて長期的な視点を持つことについて

66つつの補足情報の補足情報

③ “教育・人材育成”について③③ “教育・人材育成”について“教育・人材育成”について

④ これまでの“なごや”は、どのシナリオ？④④ これまでの“なごや”は、どのシナリオ？これまでの“なごや”は、どのシナリオ？

⑤拡大生産者責任(EPR)について⑤⑤ 拡大生産者責任拡大生産者責任(EPR)(EPR)についてについて

② “行政の役割大”vs“市民・事業者の役割大” について②② “行政の役割大”“行政の役割大”vsvs““市民・事業者の役割大”市民・事業者の役割大” についてについて

⑥ “焼却のあり方”について⑥⑥ “焼却のあり方”について“焼却のあり方”について
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<<現状に基づく検討現状に基づく検討>>

①① 長期的な視点を持つことについて長期的な視点を持つことについて

例えば、例えば、33～～55年先にといった年先にといった
短期的な視点での検討は、短期的な視点での検討は、

不確定な要素が少なく、不確定な要素が少なく、
現実味のある検討が可能現実味のある検討が可能

<しみん提案のねらい>
なごやにおいて
目指すべき
実現すべき

循環型社会の姿と実現
のための道筋を提案！

<<しみん提案のねらいしみん提案のねらい>>
なごやにおいてなごやにおいて
目指すべき目指すべき
実現すべき実現すべき

循環型社会の姿と実現循環型社会の姿と実現
のための道筋のための道筋を提案！を提案！

！！
●●とり得る手段のなかからの選択とり得る手段のなかからの選択でなくでなく

●●なごやは今後、どうあるなごやは今後、どうあるべきか、何をすべきか、何をす
べきかを、べきかを、自由自由に議論し、提案に議論し、提案したい。したい。

●●そのために、そのために、少し先の将来少し先の将来((1515--2020年年
先先))の想定が妥当の想定が妥当と判断。と判断。

一方で・・・一方で・・・

現在の取組み現在の取組み
や事業についてや事業について
大幅な変更は大幅な変更は
しにくいしにくい

((利害・立場を尊重利害・立場を尊重))

法律・技術といった法律・技術といった
制約が解消される制約が解消される
時間的ゆとりも少ない時間的ゆとりも少ない

できること・できないことが明確なできること・できないことが明確なためため

思い切りの良い提案がしにくい思い切りの良い提案がしにくい
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②“行政の役割大”②“行政の役割大”vsvs““市民・事業者の役割大”について市民・事業者の役割大”について

自助自助自助

共助共助共助

公助公助公助

問題は、一人ひとりの力で解決問題は、一人ひとりの力で解決

個々の力を結集し、問題を解決個々の力を結集し、問題を解決
((地域社会、企業、地域社会、企業、NPONPOなどなど))

公的な問題として解決公的な問題として解決((行政行政))

のの33つの“助”つの“助”で考えます。で考えます。

行政の行政の役割大役割大((シナリオシナリオBBととC)C) 市民・事業者の市民・事業者の役割大役割大((シナリオシナリオAAととD)D)

自助自助自助

共助共助共助

公助公助公助
循環型社会づくりを、公的な問題とし循環型社会づくりを、公的な問題とし
てとらえ、行政が中心となって推進！てとらえ、行政が中心となって推進！

推進主体である行政は、施策・事業・推進主体である行政は、施策・事業・
ルールなどを拡充し、積極的に展開！ルールなどを拡充し、積極的に展開！
行政以外の“しみん”は理解と協力行政以外の“しみん”は理解と協力

共助共助共助

自助自助自助
循環型社会づくりを、自らの問題と循環型社会づくりを、自らの問題と
し、行動する自主性を身につける！し、行動する自主性を身につける！

個々では難しい取組みを、様々な個々では難しい取組みを、様々な
“しみん”の力を結集させて実践！“しみん”の力を結集させて実践！

公助公助公助
個々の取組みや、“しみん”の連携個々の取組みや、“しみん”の連携

を後押しを後押し

あらゆる“しみん”の自主性を高め、あらゆる“しみん”の自主性を高め、
共に行動することで目標を実現！共に行動することで目標を実現！

行政は全面的に後押し行政は全面的に後押し((支援・規制など支援・規制など))
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③③ “教育・人材育成”“教育・人材育成”についてについて

ごみごみ++
資源の資源の
総量を総量を
減らす減らす

行政の役割大行政の役割大 市民・事業者の役割大市民・事業者の役割大

シナリオシナリオBB シナリオシナリオAA

ごみごみ
の量をの量を
減らす減らす

シナリオシナリオCC シナリオシナリオDD

テーマ：テーマ：AA・・BB共通共通 生活生活((事業事業))様式・価値観の見直し様式・価値観の見直し

テーマ：テーマ：CC・・DD共通共通 リサイクル推進リサイクル推進

ポイント③：ポイント③：
44シナリオ共通シナリオ共通

関心から理解関心から理解

更に行動主体の育成更に行動主体の育成

ポイント②：ポイント②：BB・・CC共通共通
行政が、全市行政が、全市で徹底で徹底

すすべきべきルール等へのルール等への
理解理解・協力を求める。・協力を求める。

公助としての施策や公助としての施策や
ルールへの理解と協ルールへの理解と協
力を市民力を市民・地域団・地域団

体・体・NPONPO・事業者等・事業者等
へ呼びかける。へ呼びかける。

ポイント①：ポイント①：AA・・DD共通共通
市民・地域市民・地域団体・団体・NPONPO・・事事
業者等の自主性アップと連業者等の自主性アップと連
携による取組みの推進のた携による取組みの推進のた
めの教育・人材育成を図る。めの教育・人材育成を図る。

自助能力アップのため自助能力アップのため
の教育・人材育成の教育・人材育成

↓↓

共助のための場づくり共助のための場づくり
と対話、実践などと対話、実践など
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④④ これこれまでの“なごや”は、どのシナリオ？までの“なごや”は、どのシナリオ？

ごみごみ++資源の資源の
総量を減らす！総量を減らす！

ごみの量ごみの量
を減らす！を減らす！

行政の役割大行政の役割大 市民・事業者の役割大市民・事業者の役割大

シナリオシナリオBB シナリオシナリオAA

シナリオシナリオCC シナリオシナリオDD

非常事態非常事態宣言後の宣言後の
““なごや”の取組みなごや”の取組み

全市的に資源分別・全市的に資源分別・
リサイクル事業を展開！リサイクル事業を展開！

灰溶融技術の活用灰溶融技術の活用などでなどで

埋立量埋立量を削減！を削減！

市民・地域団体・市民・地域団体・NPONPO
事業者による自主的な事業者による自主的な
リサイクルを展開！リサイクルを展開！

((行政は支援行政は支援))

これまでの“なごや”の取組みは、これまでの“なごや”の取組みは、シナリオシナリオCCに該当する部分が多いに該当する部分が多いものの、ものの、
自主的な取組みも展開自主的な取組みも展開されています。されています。
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製品自体の価値に製品自体の価値に
(1)(1)やや(2)(2)の要素をの要素を

加えて競争加えて競争

排出者として

自己の責任で
適性に処理

排出者として排出者として

自己の責任で自己の責任で

適性に処理適性に処理

(2) リサイクルの主体として
修理対応

使用済み製品等の回収
ごみ処理・リサイクル

(2) (2) リサイクルの主体としてリサイクルの主体として

修理対応修理対応

使用済み製品等の回収使用済み製品等の回収
ごみ処理・リサイクルごみ処理・リサイクル

(1)生産者・販売者として
ごみになりにくい・壊れにくい

リサイクルし易い
製品作りと販売

(1)(1)生産者・販売者として生産者・販売者として

ごみになりにくい・壊れにくいごみになりにくい・壊れにくい
リサイクルし易いリサイクルし易い
製品作りと販売製品作りと販売

排出者として

自己の責任で
適性に処理

排出者として排出者として

自己の責任で自己の責任で

適性に処理適性に処理

⑤⑤ 拡大拡大生産者責任生産者責任(EPR)(EPR)についてについて

拡大拡大

事業者の責任は事業者の責任は
これまでこれまで……

品質はもちろん品質はもちろん
環境面も抜群！環境面も抜群！
リサイクル方法・リサイクル方法・
料金も納得！料金も納得！
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⑥⑥ ““焼却のあり方”について焼却のあり方”について

44シナリオシナリオ

共通で設定共通で設定
しているしている
焼却方法焼却方法

シナリオシナリオAA～～DD共通共通

可燃
ごみ

可燃可燃
ごみごみ

灰灰灰
焼却
施設

焼却焼却
施設施設

灰溶融
施設

灰溶融灰溶融
施設施設

スラグスラグ 建材利用建材利用

シナリオシナリオ
選択後の選択後の
検討事項検討事項

((次回次回))

上記に加え、次の方策と比較検討し、“焼却のあり方”上記に加え、次の方策と比較検討し、“焼却のあり方” を確定！を確定！

可燃
ごみ

可燃可燃
ごみごみ ガス化溶融施設ガス化溶融施設ガス化溶融施設 スラグスラグ 建材利用建材利用

可燃
ごみ

可燃可燃
ごみごみ

灰灰灰
焼却
施設

焼却焼却
施設施設

埋立処分場埋立処分場埋立処分場

※※11：焼却：焼却++灰溶融とのコスト・環境負荷の比較情報を用意します。灰溶融とのコスト・環境負荷の比較情報を用意します。

※※22：コスト・環境負荷の比較情報はもちろん、上記と同程度の埋立：コスト・環境負荷の比較情報はもちろん、上記と同程度の埋立
量に抑えるための必要となるごみ減量の値などを用意します。量に抑えるための必要となるごみ減量の値などを用意します。
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